


























































{ にして検討する O 研究H;Lとしては， ますず0:1検i全知:けj地血山削i似lJ版リ坂
や村記絵:刊|支泣!をを， もとに 近|ド肝i打片1:-，前)日泊iTJ朋u別)月jカか、ら{後走j矧別り山jにjお':iiけ-Jる1'4 
























































上・中・下・ F々 の 4等級に区分されている D 一
方で桜山村・長柄村及び堀内村では.地目がより




j也iヨ 木古庭村 色ー村 J二UJ[二i村 桜UJi、:J 長柄村 堀内村
上; 3140.09 370. 25 460.00' 
1682. 14 417.08 1101. 00 
UJ 
下 1792.24 365. 24 1364. 21 
下々 1484. 18 1130. 10 
197.24 894. 20 138. 16 
松山 下 522. 19 1285. 20 347.05 
下々 20. 15 419.00 126. 29 
39. 28 79. 00 
雑木L! -f 21. 15 52.00 
62. 19 1097.11 
218.01 753， 10 561，2] 
萱山
48，03 845， 20 679，22 
一|ご々 4，24 146， 26 47， 04
芝UJ -f々 179，00 1335， 20 512， 23
1本 F々 0，10 
2， 28 8，15 
松林
下々 5，10 2， 20 
雑木林 下々 2，10 
竹下 10， 20
安I 竹下々 20，15 
{漆 iご々 6，12 
芦野 12，24 

















































IZlである O 下L!I二i村は1;131葉湾に加し. TI上i川河口







山頂部の描写である O 特に顕著なものが嘉永 5年
(1852)の絵IZlJ2)である O 村落の三方を|豆!むL11並
みの上半分が. -1祭目立つ経色を用いて「椋場j





























株 1I 対1 IJ 海道
(沼 13:1 米子家文書 1-1ごiJl 仁川、:J 々絵 I~IJ により作成)
jJ 原悶では林j誌が燈色で示されている。
には， Jニ山口村百姓らが桜山村のitlJ運!こiJ-Iを荒ら






をメIJ り取ることを許可されている。 -I~草代は 1 年










































る。同年のiJ川余地 IIJJ~ の IIJJ~ 末には， 3筆の「羽::IlJJ 
が記ilまされているが， 1みねiJJ3111T5反， 1大j幸
谷J1 IT7 )又， 1岳山J6 IT2反の合計 610' 4 )支
となっている o ¥;iすよれも「大浮LJJではなく， ま
たiYfi積も大JI日に減じている O
2 点 I~l に注@すべきは，木定村と日3irHi::j"との
関係である。木古j定十jーでは II:EIi刷、:J"fIf:1l百姓衆」に































































作物 反7JIj 生産量 生産額(ii仇) (円)
米 2，090 314石 2132.82 
I'fli;米 1，080 42石 294.00 
大麦 1，550 124石 225. 68 
大豆 480 38iヨ 192. 00 
架 650 52石 173.16 
甘藷 280 35，360斤 141. 44 
視!麦 540 38石 94. 50 
科 753 75iヨ 75.30 
小麦 330 21石 71. 43 
笑キiE 63 330斤 33.00 
蕎麦 150 9石 29. 97 
f天 12，840貰 535.00 


































ち唯一地名が冠せられるのが rllifl .半 Il:m~J
である O その他の人名は，入の住氏が12人， j¥'lj:j1] 
坂の住民が2人であるお)口入やi¥"ijtl.坂といった木
古!定村住民だけでなく 他村住氏も入の*J!li林を利
用している点は興味j宗し'10 Iliil' 'l. 五 J~I\ は1L・ 1 1'.
( 7年 1:)に 1l'f400文¥ 7 1"'1去の1¥111'- (1411'.1.1) 
に金 l分を支払っているの 201f1:1のlIt1y.以降では










































第 3表 木古)定地区における世帯別生産物一明治18~21年 0885~88) 一
fijJifi21 ij'- fij治18年 砂i合18ijo
寸:世子f， 米:精米玄米大変小宏被表枠 1未IJN tfr Jl乙 ~ tiL!.10 雌!高級午 rlit.!j". 業態 売上高




4 3 ? 
5 2 
{1 2 1 6 
7 2 
8 酒類醤il 180 
9 ? 50 -11)ミ 55 
10 2 5 FJミ 36 
1 2 - 革茸屋根 10 
12 
2 4 ? -1:'草葺屋根 15 
3 J つ ? 
4 3 3 ? 
5 





1 2 8 2 ? 
10 o 125 ? 300 800 
? ? o 125 ? - 1000 
フ 0.15 ? 1000 
4 2 0.15 
j¥ 
5 2 0.2 2 
2 0.15 2 800 200 
7 4 0.1 ? 500 1 I ìj~ 25 
8 
9 フ - 1 lj"~Jll:J2t根 lííí~ 28 
- 0.125 4 4 0 05 400 1000 
? 一 o025 ? 0.5 500 l 
3 - 0.025 4 4 ? 50 - 1000 i木J免 20 
4 0.025 フ 3 1000 
某"人じ 5 一 0025 5 3 ? 2 100 500 桶 14 
6 0.125 1 0.05 200 500 
7 - 0 025 フ ? 50 1000 j天 30 
8 o 025 4 5 フ 300 - 1000 
9 - 0.125 ゾ 500 ヰ工茸j主絞 14 
6 12 6 4 4 200 2 




5 3 ソ 4 200 
。y 。 3 
4ヌ
3 ? 
4 D 戸 ? 3 1500 300 1iJt 40 
5 5 ? 100 
6 ;コ ? 
入 5 
8 3 フ ? 200 
? 
10 
1 ゾ ひ 100 
12 
13 一 2 2 2 100 
(葉ILlllrH0)~){J:n，kt: I徴発ニ付雑穀政現在調J. I牛馬lN調書:J.什一八年二月調査」により作成)
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第 4 表木I~J- J定村における「茅LLJJの利用事
ヰミ~明治初期j
「支 FJ 利用者 ;;号住j也 fJi!考
/1( 三七ilfl"j ノ¥
? 惣兵衛 /¥ 
3 
j支 fihi 五 :i~JI"1 /¥ '1'".どり
5 三友 ノ左衛門 ノ¥
6 $Jiイ'Cim:il"l ノ¥
7 lI: =!'-.7J:tH; HliiliH 1 l't400丈
8 ょ!~ fUd!ril"l 人
9 !}IJ tf1i:i!fl"l 入
10 jぇ 助手ii!，¥:i門 /¥ 
1 巳 久たi!rJl"J l:itlLJ:.Z かや
1? 七兵衛 メ、
13 八五:術1" ノ、
14 半 Tî.!~I\ Hlimi':j 金 i分
15 
16 !支 長!J7if!l¥ おtlJtj 1-
17 主よえー WJ千ili1"] /¥ 
18 |江If!I;左i桁I"J ノ¥
19 オj 三 f!I;~iilfii"j ノ¥
20 主 ノ¥Ki!il"j /¥ '.i;: :2米
21 JjJ 久世iニ!，¥fi"j 外、 flt :2朱
?? 惣兵衛 人 五三 3朱
23 巳 長メjJ!，¥fl"j ノ¥ '.it 3朱
24 新右i!l:fl勺 ノ¥ flt 3米
25 三ず'-j(!，¥il"j ノ¥ 金3朱
26 八-S:i!iI"j /¥ fli: 3米
27 I!~I ~!i メL: i!i:jl"j ノ、 三;:3封、
28 j支 七兵i釘 ム、
(鈴木j';(1JiH 家文書ー「かや UI覚 1111~J により作成)
注)資料上には年代が記 jlまされていないが、 iíE :á j'I~) に
1F-の ml~1 を 1ï1ìった






































14~15年 0881 ~82) 一
月 I~! JfY: ~ 1先 数量 金額(Jt:) (銭)
!現J合14 7 13 26 46.0 
i明治14 7 24 21 35.0 
lり]治14 7 27 」二!lf( 320.0 
Ilj=J治14 7 29 」二j京 680.0 
i肝治14 8 7 j民入 25 44. 8 
Ilj?台14 9 4 ネ1~~ JI 61 116.7 
|明治14 10 一|二jil 350.0 
Ilj=J治14 12 14 j二151 200.0 
明治14 12 22 i一色 220 i明治14 12 31 80 
l明治14 66 60. 0 
IVJ?台14 堀内 38 58.0 
Iljidi15 27 一色 165 300.0 







iりh合14 12 大津 100 
iりJ~台 14 12 鎌倉 110 
明 ~fì15 大ilt I 300 
i明治15 フ 坂元 100 
















ている O さらに明治27ij三 (1894) 4月21Bから26
1:1にかけてマツ及びスギが 明治30年(1897) 4 
月30日には「大彩の三角 111J にスギが1;~立付けられ




:¥1ミ )，] lヨ 作業内容 j~)jm 人数 ポm考(人)
iり]治26 3 31 ¥Liメ1) 大沢谷267 14 
iVJ治26 4 ¥L!刈 大i)~谷267 14 
明治26 4 5 地{す 大沢谷267 14 マツ
明治26 4 8 tio.イτj 大沢谷267 14 マツ
lij1i会26 8 27 一;ご草メIJ 大ý)\ i:~267 15 
明治26 10 15 tio.1"J 大沢L!2 15 マツ1200本
iりh台26 10 16 ti立1"J ブミ i)~ILI 2 15 マツ
iりj治26 10 19 下キJメIj 大沢谷267 1 
lijJ治26 10 19 "fl芋メ1) 大 iゴ 1~; 4 
liji台27 3 27 iJiメIJ 15 
iりJi台27 3 28 LJメIJ 15 
!り]治27 3 29 15 
IりJ治27 4 21 M1τj 15 マツ
IljJi合27 4 23 十i立10J 15 マツスギ
iりJi台27 4 26 拍手j 15 マツ スニド
























第8表 木市!定地区における白木の購入先一明治26~3011三 0893~97) 一
J=J !こi 本数 結H主 購入先 代金 1i考
(本) (1J) 
iりJ~台26 4 4 3， 600 マツ '1; -j二見村H;I:ii' 1.258 kiN.谷267
iり]ifi26 4 7 4.850 マツ 3.343 A:iJ¥子会267
明記i27 3.000 マツ 2. 230 イサ
iりお台27 3.800 マツ 3.610 
I明治27 2. 600 スギ 5. 700 
lijJ治27 スギ ;く1・J:~?. i'J Jj~( 1h 
明治27 スギ }古士見キ打
!明治27 マツ 72'十:見+打
iりj治29 4 1. 750 マツ マサキ 5. 250 
!りJif:i29 マツ スギ 13.511 
!り3治29 4 100 スギ 1.366 
i明治29 4 1.600 スギ 5. 300 }(11;¥ラの1の1iの1
i明治30 4 30 200 マツ イリ
明治30 4 30 300 マサキ
)初声同円坊
イサ
iりJi台30 4 30 200 マツ 弐サ
iりh台30 4 30 300 マサキ 弐号
iり1iEi30 4 30 1，000 スギ i王lili十:Jブ¥:fi: 3. 000 大影の三f:{J山
(伊東秀男家文告:['松l'Ei'i[付人夫共j也記1日ミJ. ['大洋iJl松杉J11i記」により作成)
第9表 三irlJVJljにおける林産物の生産量: 明治38~大正 3 :\1三(l905~1914) -
(土ji位円)
年代 JL ' fEJ材 挽材 fr材 杉皮 Ij!iオミ 木jえ その他 合計
|閃治38 2‘222 180 1.768 351 3.444 260 778 30. 875 
IVJi台39 4.855 110 1. 818 353 750 2. 364 260 44 40.880 
I~J 治40 9. 592 380 2.114 225 900 2. 200 400 60 56.866 
iりJi台41 5. 570 581 1，846 875 209 3曾 953 900 19 63. 953 
IVJ ~台42 7. 880 1. 518 2.406 825 75 6.065 930 153 62. 749 
明j台43 5.840 2.050 1. 417 828 1.026 5.816 166 57. 193 
IVj ~合44 8. 501 1.445 3.035 858 1.525 7.032 5 320 72. 521 
大正 l 10， 813 1. 992 3.486 850 1.650 7.178 305 68. 974 
大正2 8. 730 2. 062 3.513 820 1.400 4.800 292 65.457 
大正 3 11. 435 2.595 4.066 826 1.150 4. 523 615 77.910 
(各年次の "11j1奈川県統計書jにより{乍成)
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れている D そしてその結果. r採脳ノ前途有
であると確認されたことが会務報告書に記載され
















































































1 )主な成果として.以下が挙げられる O ①立石友93
(1972)・|到来平野における平地林の分布とその宇IJFJ
J炭支:業非業u自出的'1下刊ド内']土j地並利jバ別i日jから者都i目ι，1市巾わ打il的'1円i内サ土地利)刑T羽3へ一へ， J地也王羽現Ij担!  
H.tおi
おける 4林木 j地也とその i開;立刻;丹!号発を • i刊沢)尺て日行j~号ft編扇 『日ヰ本ζブ大ミ学主斗j地血ω山:!型刊理今m盟  !
学科5ω0)周司.'1'1年"-ミ記念論文集 |限関弘期!束とそのj問J訪江j辺丘-J. 1:1本
大学地理学科 15~34o ③犬Jj: IE (1992) 引拘束
三l?lFfの平i也林 .IJJ今1!?院。
2 )安池尋幸 (994)白H本近!U:の地域社会と海域 i牒
再j1itji~I;S. 3~35. 69~92o 
3) LI日i麻子.IJ;~III 洋-奥口一liT(俊 (997)・三浦半島市
部における明治JUJの梢生悶化と郁生の変i斐につい
て，生態環境li71究. 4-1. 33~40o 
4 )千葉fi世間 0991) 日射iIl改訂はけ"L11の研究1. そし
えて。
5 )小林茂・京建j;m(2009) : 3JiW~ 史からみた 1:1 本
の森林一森林言説を検iEする一.池谷和信編{地球
環境史からのIJし、 ヒトと I~I?伴、の共Llc.とはやすか-
岩波書I;lf. 154 ~ 1730 
6 )葉 111~H日:ト史研究会では平成 ]()ij:. (2004)以米，成果
を阿部二!こ誌1l'ulJ.として刊行している。
7)逗子ili編・発行 (]997): f&子市史通史稲1) 市
代・ rlW:'近|止・近現代編J. 184ページ0





(2007) :長約の-;'1、、 Jj~ 才1. ~J!日 i二fl.t紫11. 4， 8~1 υ10 
11) {戸沌f屯色¥1:<1本ιji誠J占hI一 (ω20白)日10ω): 1イ1-一三|自1I奇道Jと |卜Lγ'1け11111は('1向州百いH引仇11川i
i誌志葉LI山LJ. 7. 58~62o 
12)出1米子家丈需: r 卜ー LLII二 11::J 々絵 I~IJ (神奈川県、/'.公
文書館寄託)。なお下山 11 十!の ~i~lil に i射しては。以
下に詳し¥"\0 烏 J~Hi\ ù' (2010) : ;H~I珂が:出る jご IIIJII
日定の物話。 ~H日二1'. 1:幻:\~II I. 7. 43~46o 
13)横須賀市編・発行 (2011): r新横須賀市史 資料
編古代・ liコi立市IlJ室:J.555ペー ジ。
14)①前掲 7). 205~212。②黒田康子 (2009) ・桜山
「大1J と上L!仁l村¥郷土誌葉山。 6. 34~37 0 
15)松iJJ.石il!f家文書「桜ilJ村持JliJ二LJ荒らし内済手
Jf;J (逗子ili編・発行 (985): h¥Z子TI'i史 資料編
1 -;~ïft. 中山・近!日: 1 1 474~475) 。
16) 桜一L山一1幻LJ.石j波度家文.."1詰M:宇 r.白上山!仁口二コ!パ4キ十村ζサ;J打j
らしにつき内j済斉守手三可JI巴三幻J(j逗子I市i打*頑編品長i.発行 (仕1988剖:Li逗豆
子7市i打T史 資科科.~編編í福漏届福i証iII 近|世立立1 5ω0~51υ) 0 
17) なおこの1英!艇は1mき入れられず. )愛j志4年 08(8)
には牧場開設の日j!iWnが提出された。似1.王!日立家文











23)葉IJ郷土史研究会編 (2008):郷土誌葉LL!， 5， 7 
ページ。
24)鈴木増雄氏のご教示による。




記載のない 3年目の凶年を嘉永 2if:' (849)とする
と阪末28年目の成年はl明治 7年 (874)にあた
るO 本I1浜市は幕末期からIV1治初年にわたる記録と












さとの控史 31横須賀市， J74~1750 
30)前掲 2)，26ページ。
3])前掲 2)，29ページ。
32) 関川氏 I~ï (J 993) : r江戸内湾の湊と流通1.岩田書
!見 133~135ページ。
33)石井I!日 (987):ふるさと横須賀 上よ神奈)1
新聞社， 186~ 1870 
34)鹿島忠夫氏のご教示による。
35)白井竜太郎家文書「三浦郡農会農会民事視祭員名
簿J(横須賀市議ia'発行 (2009): r;fiJf担f!額賀市史 資
;f~編近現代 IIj， 341 ~ 347) 0 
36)神奈川県L!林会 (]929):神奈川県山林会報， 5， 47~ 
50。なおI!日午1]5年(1930)に開催された第 21ml:N悶
品評会でも，三浦郡からの出品はなかった。神奈川















百年史1 横浜 ~:ï立木。②横浜 14rJ港資料館編・発行
(2008) : nをIHT 泊花締乱一横iJミから広がる「緑化J
文化-jo 
45)柏木産地に|鳴する1iJf究として，以下がある。緑化{i)f
究会(]984) : 日本の植木生産地域1，古今告:1見。
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